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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ バ コ を 燃 焼 さ せ る こ と な く 加 熱 す る 装 置 に 用 い る た め の 再 構 成 植 物 シ ー ト で あ っ て 、
・ 植 物 繊 維 を 含 む ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 、
・ 植 物 抽 出 物 、
・ 固 形 添 加 物 、 及 び
・ エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤
を 含 み 、
再 構 成 植 物 シ ー ト に 含 ま れ る 植 物 抽 出 物 及 び エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 の 乾 燥 物 質 の 合 計 の 質 量 含  
有 率 は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 乾 燥 物 質 に 対 し て １ ０ 質 量 ％ ～ ４ ６ 質 量 ％ で あ り 、
　 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、 １ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ ５ ０ ｇ ／ ｍ ２ の 坪 量 を 有 す る 、 再 構 成 植 物 シ  
ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 が 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 グ リ セ ロ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ト リ エ チ  
レ ン グ リ コ ー ル 、 乳 酸 、 二 酢 酸 グ リ セ リ ル 、 三 酢 酸 グ リ セ リ ル 、 ク エ ン 酸 ト リ エ チ ル 若 し  
く は ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 再 構 成 植  
物 シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 再 構 成 植 物 シ ー ト に 含 ま れ る 植 物 繊 維 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 が 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の  
乾 燥 物 質 に 対 し て ２ ０ 質 量 ％ ～ ９ ２ 質 量 ％ で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ  

請求項の数　19　（全15頁）
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ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 再 構 成 植 物 シ ー ト に 含 ま れ る 植 物 抽 出 物 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 が 、 再 構 成 植 物 シ ー ト  
の 乾 燥 物 質 に 対 し て ５ 質 量 ％ ～ ４ ５ 質 量 ％ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
再 構 成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 固 形 添 加 物 が 、 植 物 微 粉 、 希 釈 剤 、 テ ク ス チ ャ リ ン グ 剤 、 粉 末 化 又 は カ プ セ ル 化 さ れ た  
香 味 料 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 再 構  
成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 固 形 添 加 物 が 植 物 微 粉 で あ り 、 前 記 植 物 微 粉 の 含 有 率 が 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 総 質 量 に  
対 し て 乾 燥 質 量 で １ ％ ～ ７ ０ ％ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 再 構 成 植 物  
シ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 植 物 繊 維 及 び 植 物 抽 出 物 の 植 物 が 、 独 立 に 、 胞 子 植 物 、 種 子 植 物 又 は そ れ ら の 混 合 物 か  
ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 植 物 繊 維 及 び 植 物 抽 出 物 の 植 物 が 、 独 立 に 、 タ バ コ 植 物 、 食 用 植 物 、 芳 香 植 物 、 香 料 植  
物 、 薬 用 植 物 、 カ ン ナ バ エ 科 の 植 物 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記  
載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 植 物 繊 維 及 び 植 物 抽 出 物 の 植 物 が 、 独 立 に 、 ニ ン ニ ク 、 コ ー ヒ ー 、 シ ョ ウ ガ 、 カ ン ゾ ウ  
、 ル イ ボ ス 、 ス テ ビ ア レ バ ウ デ ィ ア ナ 、 茶 、 カ カ オ 、 カ モ ミ ー ル 、 マ テ 、 バ ジ ル 、 タ ー メ  
リ ッ ク 、 ク ロ ー ブ 、 ロ ー レ ル 、 オ レ ガ ノ 、 ミ ン ト 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 セ ー ジ 、 タ イ ム 、 ラ ベ  
ン ダ ー 、 バ ラ 、 ユ ー カ リ 、 イ チ ョ ウ 、 チ ョ ウ セ ン ニ ン ジ ン 、 サ ワ ー チ ェ リ ー 、 ペ パ ー ミ ン  
ト 、 ヤ ナ ギ 、 赤 ブ ド ウ 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 再 構 成 植  
物 シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 植 物 繊 維 及 び 植 物 抽 出 物 の 植 物 が 、 ル イ ボ ス で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー  
ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 植 物 微 粉 の 植 物 が 、 胞 子 植 物 、 種 子 植 物 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 植 物 か ら 選  
択 さ れ る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 植 物 微 粉 の 植 物 が 、 タ バ コ 植 物 、 食 用 植 物 、 芳 香 植 物 、 香 料 植 物 、 薬 用 植 物 、 カ ン ナ バ  
エ 科 の 植 物 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 植 物 微 粉 の 植 物 が 、 ニ ン ニ ク 、 コ ー ヒ ー 、 シ ョ ウ ガ 、 カ ン ゾ ウ 、 ル イ ボ ス 、 ス テ ビ ア レ  
バ ウ デ ィ ア ナ 、 茶 、 カ カ オ 、 カ モ ミ ー ル 、 マ テ 、 バ ジ ル 、 タ ー メ リ ッ ク 、 ク ロ ー ブ 、 ロ ー  
レ ル 、 オ レ ガ ノ 、 ミ ン ト 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 セ ー ジ 、 タ イ ム 、 ラ ベ ン ダ ー 、 バ ラ 、 ユ ー カ リ  
、 イ チ ョ ウ 、 チ ョ ウ セ ン ニ ン ジ ン 、 サ ワ ー チ ェ リ ー 、 ペ パ ー ミ ン ト 、 ヤ ナ ギ 、 赤 ブ ド ウ 、  
又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 植 物 微 粉 の 植 物 が 、 ル イ ボ ス で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト を 製 造 す る た め の 方 法 で あ っ  
て 、 以 下 の 工 程 ：
ａ ２ ） ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 準 備 す る 工 程 、
ｂ ２ ） 植 物 抽 出 物 を ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 少 な く と も １ つ と 接 触 さ せ る 工 程 、
ｃ ２ ） 固 形 添 加 物 を ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 少 な く と も １ つ と 接 触 さ せ る 工 程 、 及 び
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ｄ ２ ） ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 、 固 形 添 加 物 が ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 間 に 存 在 す る よ う に 積  
み 重 ね る 工 程
を 含 み 、
　 以 下 の 工 程 ：
ｓ ２ ） ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 積 み 重 ね る 工 程 ｄ ２ ） の 後 の 、 乾 燥 工 程
も 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 工 程 ｂ ２ ） は 、 工 程 ｃ ２ ） と 同 時 に 実 施 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 が 、 植 物 繊 維 を 抄 紙 機 に 通 す こ と に よ っ て 得 ら れ る 、 請 求 項 １ ５ 又  
は １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 植 物 繊 維 及 び 植 物 抽 出 物 が 以 下 の 工 程 ：
ｅ ） １ つ 以 上 の 植 物 部 分 を 水 と 混 合 し て 、 植 物 繊 維 の 植 物 抽 出 物 が 抽 出 さ れ る よ う に す る  
工 程 、 及 び
ｆ ） 植 物 繊 維 か ら 植 物 抽 出 物 を 分 離 す る 工 程
に 従 っ て 得 ら れ る 、 請 求 項 １ ５ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 タ バ コ を 燃 焼 さ せ る こ と な く 加 熱 す る 装 置 に お け る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 再 構 成 植 物 シ ー ト の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ バ コ を 燃 焼 さ せ る こ と な く 加 熱 す る 装 置 の 分 野 に あ り 、 本 発 明 の 対 象 は 、  
製 紙 方 法 に よ っ て 得 ら れ 、 固 形 添 加 物 を 含 む 、 再 構 成 植 物 シ ー ト （ r e c o n s t i t u t e d  p l a n t  
s h e e t ） で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ バ コ を 燃 焼 さ せ る こ と な く 加 熱 す る た め の 多 数 の 装 置 が 、 タ バ コ の 燃 焼 中 に 有 害 な 成  
分 が 形 成 さ れ る こ と を 回 避 す る た め に 開 発 さ れ て き た 。 例 え ば 、 そ の よ う な 装 置 を 記 述 す  
る 、 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ６ ／ ０ ２ ６ ８ １ ０ 号 及 び 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ６ ／ ２ ０ ７ ４ ０ ７ 号 に よ  
り 公 開 さ れ た 出 願 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 装 置 で は 、 タ バ コ が 燃 焼 さ れ る こ と な  
く そ の 燃 焼 温 度 よ り も 低 い 温 度 で 加 熱 さ れ 、 エ ア ロ ゾ ル の 形 成 が も た ら さ れ る 。 タ バ コ の  
加 熱 中 に 発 生 し た こ の エ ア ロ ゾ ル は 、 タ バ コ の 煙 に 取 っ て 代 わ り 、 感 覚 器 官 受 容 特 性 が あ  
り 、 使 用 者 に よ り 吸 入 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ れ に よ り 、 使 用 者 の 有 害 な 成 分 へ の 曝 露 が  
大 幅 に 低 減 さ れ る 一 方 で 、 使 用 者 が タ バ コ の 芳 香 を 吸 入 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の タ バ コ は 、 有 利 な 感 覚 器 官 受 容 特 性 を 有 す る エ ア ロ ゾ ル を 大 量 に 発 生 さ せ る こ と  
を 可 能 に し な い た め 、 こ れ ら の 装 置 に は 適 さ な い 。 再 構 成 さ れ た タ バ コ は 、 有 利 な 感 覚 器  
官 受 容 特 性 を 有 す る エ ア ロ ゾ ル を 大 量 に 発 生 す る こ と を 可 能 に す る た め 、 こ れ ら の 加 熱 装  
置 に よ り 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ れ に も か か わ ら ず 、 加 熱 装 置 の 使 用 者 に 不 満 を 生 じ さ せ な い よ う に 、 形 成 さ れ た エ ア  
ロ ゾ ル 中 の タ バ コ 芳 香 の 量 を 良 好 に 制 御 す る こ と が 依 然 と し て 重 要 で あ る 。 前 記 加 熱 装 置  
の 使 用 者 に タ バ コ の 芳 香 以 外 の 芳 香 を 提 供 す る こ と も 有 利 で あ り 得 る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ６ ／ ０ ２ ６ ８ １ ０ 号
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ６ ／ ２ ０ ７ ４ ０ ７ 号
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【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 中 の 芳 香 を 多 様 化 し 、 そ の 量 を 制 御 す る た め に 、 再 構 成 タ バ コ に 固 形 添 加 物  
を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し 、 こ れ に よ り 、 再 構 成 タ バ コ に 添 加 さ れ た 固 形 添 加 物  
の 損 失 （ l o s s ） の 問 題 が 引 き 起 こ さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、
・ 植 物 繊 維 を 含 む １ つ 又 は ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 、
・ 植 物 抽 出 物 、 及 び
・ 固 形 添 加 物
を 含 む 再 構 成 植 物 シ ー ト を 開 発 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト が １ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 含 む 場 合 、 添 加 物 は 植 物 抽 出 物 を 介  
し て 支 持 体 に 付 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト に よ る 添 加 物 の 損 失 は  
、 有 利 に 最 小 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト が ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 含 む 場 合 、 添 加 物 は ２ つ の 繊 維 状 支  
持 体 の 間 に 捕 捉 （ t r a p ） さ れ 、 植 物 抽 出 物 は ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 互 い に 付 着 さ せ る こ と  
を 可 能 に す る 。 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト に よ る 添 加 物 の 損 失 は 、 そ れ に よ っ て よ り 最 小  
限 に 抑 え ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 「 繊 維 状 支 持 体 」 と い う 用 語 は 、 本 明 細 書 で は 、 精 練 （ r e f i n e ） さ れ た 植 物 繊 維 を 含 む  
ベ ー ス ウ ェ ブ を 指 す た め に 使 用 さ れ 、 ベ ー ス ウ ェ ブ は 製 紙 方 法 に よ っ て 得 ら れ る 。 繊 維 状  
支 持 体 は 、 前 面 及 び 背 面 の ２ つ の 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 典 型 的 に は 、 各 繊 維 支 持 体 は 、 １ つ の 同 一 の 植 物 の 繊 維 を 含 む こ と が で き 、 あ る い は 、  
１ つ の 繊 維 支 持 体 は 、 １ つ の 植 物 の 繊 維 を 含 む こ と が で き 、 他 の 支 持 体 は 、 別 の 植 物 の 繊  
維 を 含 む こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 各 繊 維 状 支 持 体 は 、 １ つ 以 上 の 植 物 の 繊 維 を 含 み 得  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 繊 維 状 支 持 体 又 は ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 は 、 植 物 抽 出 物 を 含 む 。
　 典 型 的 に は 、 固 形 添 加 物 は 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 し て い る 。 例 え ば 、 固 形 添 加 物 は 、 繊 維  
状 支 持 体 上 、 繊 維 状 支 持 体 中 、 繊 維 状 支 持 体 の 上 及 び 中 、 又 は 、 ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 間  
に 存 在 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 典 型 的 に は 、 固 形 添 加 物 は 、 植 物 微 粉 （ p l a n t  d u s t ） 、 希 釈 剤 、 テ ク ス チ ャ リ ン グ 剤 、  
粉 末 化 又 は カ プ セ ル 化 さ れ た 香 味 料 、 染 料 、 ゲ ル 又 は そ れ ら の 混 合 物 、 特 に 植 物 微 粉 で あ  
り 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 固 形 添 加 物 の 含 有 率 は 、 固 形 添 加 物 次 第 で あ る 。 典 型 的 に は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 固  
形 添 加 物 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 ０ ． １ ％ ～ ７ ０ ％ 、 特 に ５ ％ ～ ５ ０ ％ 、 よ り 特 に １  
２ ％ ～ ３ ５ ％ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 出 願 の 目 的 の た め に 、 用 語 「 植 物 微 粉 （ p l a n t  d u s t ） 」 は 、 サ イ ズ が ０ ． ０ １ μ ｍ ～  
５ ０ μ ｍ 、 特 に ０ ． ０ ２ ５ μ ｍ ～ ３ ０ μ ｍ 、 よ り 特 に ０ ． ０ ５ μ ｍ ～ ２ ０ μ ｍ で あ る 植 物  
粒 子 を 意 味 す る 。 典 型 的 に は 、 植 物 微 粉 は 、 エ ア ロ ゾ ル に 植 物 芳 香 を 与 え る 芳 香 化 合 物 を  
含 む 。 典 型 的 に は 、 植 物 微 粉 は 、 様 々 な 植 物 部 分 由 来 で あ り 得 、 そ の 植 物 部 分 は 、 そ れ 自  
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体 が 植 物 部 分 で あ る か 、 又 は 様 々 な 植 物 部 分 か ら 変 換 さ れ た 結 果 物 で あ る 。 典 型 的 に は 、  
植 物 微 粉 は 、 植 物 部 分 の 細 断 、 脱 穀 、 又 は 混 合 及 び 細 断 な ど の 、 １ つ 以 上 の 植 物 部 分 の 処  
理 に よ っ て 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 植 物 微 粉 の 質 量 含 有 率 は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 製 造 中 に 組 み 入 れ る 植 物 微 粉 の 量 を 制 御  
す る こ と に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 典 型 的 に は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 微 粉 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 １ ％ ～ ７ ０ ％  
、 特 に ５ ％ ～ ６ ５ ％ 、 よ り 特 に １ ０ ％ ～ ３ ０ ％ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 希 釈 剤 は Ｃ ａ Ｃ Ｏ ３ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 典 型 的 に は 、 テ ク ス チ ャ リ ン グ 剤 は 、 グ ア ー ガ ム 、 ジ ャ ガ イ モ デ ン プ ン 、 寒 天 、 又 は そ  
れ ら の 混 合 物 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 典 型 的 に は 、 粉 末 香 味 料 は 、 コ コ ア パ ウ ダ ー 、 ク エ ン 酸 三 カ リ ウ ム 、 又 は 粉 末 芳 香 調 製  
物 で あ り 得 る 。
　 典 型 的 に は 、 染 料 は 、 ベ ー タ カ ロ テ ン 、 サ ン セ ッ ト イ エ ロ ー 、 粉 末 化 さ れ た ア プ リ コ ッ  
ト 果 汁 、 又 は タ ー メ リ ッ ク で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 典 型 的 に は 、 ゲ ル は 、 シ リ カ ゲ ル 、 多 糖 ゲ ル 、 ア ル ミ ナ ゲ ル 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 で あ  
り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 シ リ カ ゲ ル は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ カ ゲ ル 、 変 性 シ リ カ ゲ ル 、 例 え ば 、 ア ミ  
ノ プ ロ ピ ル シ リ ル （ Ａ Ｐ Ｓ ） 変 性 シ リ カ ゲ ル 、 ア ミ ノ エ チ ル ア ミ ノ プ ロ ピ ル シ リ ル （ Ａ Ｅ  
Ｐ Ｓ ） 変 性 シ リ カ ゲ ル 、 ア ミ ノ エ チ ル ア ミ ノ エ チ ル ア ミ ノ プ ロ ピ ル シ リ ル （ Ａ Ｅ Ａ Ｅ Ａ Ｐ  
Ｓ ） 変 性 シ リ カ ゲ ル 、 又 は こ れ ら の 混 合 物 な ど で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 植 物 抽 出 物 は 、 植 物 の す べ て の 水 溶 性 生 成 物 に 相 当 す る 。 有 利 に は 、 植 物 抽 出 物 は 、 エ  
ア ロ ゾ ル 感 覚 器 官 受 容 特 性 及 び ／ 又 は 治 療 特 性 を 付 与 す る 化 合 物 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 再 構 成 植 物 シ ー ト を 加 熱 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る エ ア ロ ゾ ル の 感 覚 器 官 受 容 特 性 及 び  
／ 又 は 治 療 特 性 は 、 本 発 明 の 前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト に 含 ま れ る 植 物 抽 出 物 の 乾 燥 物 質 の 質  
量 含 有 率 に 依 存 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 植 物 抽 出 物 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 使 用 す る 植 物 に 依 存 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 使 用  
す る 植 物 の 芳 香 化 合 物 の 含 有 率 、 又 は 使 用 す る 植 物 の 治 療 特 性 を 有 す る 化 合 物 の 含 有 率 に  
依 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト に 含 ま れ る 植 物 抽 出 物 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 を Ｓ Ｐ と す る  
。 典 型 的 に は 、 Ｓ ｐ は 、 ５ ％ ～ ４ ７ ％ 、 特 に ２ ５ ％ ～ ４ ５ ％ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｓ Ｐ を 決 定 す る た め に 、 次 の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。
　 分 析 す べ き 再 構 成 植 物 シ ー ト を 、 粉 砕 し て 、 １ ｍ ｍ 以 下 の 粒 子 サ イ ズ を 達 成 す る よ う に  
す る 。 次 に 、 そ の 再 構 成 植 物 シ ー ト を 、 沸 騰 水 と 共 に ３ ０ 分 間 混 合 し て 、 植 物 抽 出 物 の 全  
て を 抽 出 す る よ う に す る 。 Ｓ Ｐ を 、 分 析 す べ き 再 構 成 植 物 シ ー ト の 試 料 の 乾 燥 質 量 と 、 抽  
出 後 の 繊 維 状 残 留 物 の 乾 燥 質 量 と の 差 か ら 算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト の 繊 維 状 支 持 体 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 も 含 み 得  
る 。



10

20

30

40

50

JP 7383604 B2 2023.11.20(6)

【 ０ ０ ２ ９ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 は 、 加 熱 、 例 え ば 熱 風 と の 接 触 に よ り 加 熱 さ れ る と 、 エ ア ロ ゾ ル を 形  
成 す る 化 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 典 型 的 に は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 乾 燥 物 質 の ８ 質 量 ％ ～ ５ ０ 質 量  
％ 、 特 に １ ０ 質 量 ％ ～ ４ ０ 質 量 ％ 、 よ り 特 に １ ５ 質 量 ％ ～ ３ ５ 質 量 ％ を 占 め る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 の シ ー ト 中 の 植 物 抽 出 物 及 び エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 の 乾 燥 物 質  
の 質 量 含 有 率 は 、 ８ ％ ～ ５ ５ ％ 、 特 に １ ０ ％ ～ ４ ６ ％ 、 よ り 特 に ２ ０ ％ ～ ４ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 は 、 ポ リ オ ー ル 、 非 ポ リ オ ー ル 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 で  
あ り 得 る 。 典 型 的 に は 、 ポ リ オ ー ル 発 生 剤 は 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 グ リ セ ロ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン  
グ リ コ ー ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 で あ り 得 る 。 典 型 的 に は 、 非  
ポ リ オ ー ル 発 生 剤 は 、 乳 酸 、 二 酢 酸 グ リ セ リ ル 、 三 酢 酸 グ リ セ リ ル 、 ク エ ン 酸 ト リ エ チ ル  
、 ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 は 、 グ リ セ ロ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 又  
は グ リ セ ロ ー ル と プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル の 混 合 物 で あ り 、 グ リ セ ロ ー ル が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 エ ア ロ ゾ ル は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 を 含 む 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト の 加 熱 中 に 発 生 し 得  
る 。 有 利 に は 、 繊 維 状 支 持 体 は 、 芳 香 化 合 物 を 含 み 、 そ の 結 果 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 加 熱  
に よ っ て 発 生 し た エ ア ロ ゾ ル が 、 使 用 者 に と っ て 有 利 な 感 覚 器 官 受 容 特 性 を 有 す る 。 同 様  
に 、 植 物 抽 出 物 、 及 び 適 切 な 場 合 に は 固 形 添 加 物 が 、 こ の エ ア ロ ゾ ル に 植 物 の 芳 香 を 与 え  
る 。 再 構 成 植 物 シ ー ト を 単 に 交 換 す る こ と に よ り 、 使 用 者 は 、 前 述 の 再 構 成 植 物 シ ー ト の  
加 熱 に よ っ て 発 生 す る エ ア ロ ゾ ル の 芳 香 を 容 易 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 植 物 抽 出 物 及 び 固 形 添 加 物 は 、 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 に 制 御 さ れ た 方 法 で 分 配 さ  
れ る 。 こ の 制 御 の お か げ で 、 エ ア ロ ゾ ル 中 の 芳 香 の 濃 度 は 有 利 に は 一 定 で あ り 、 こ れ は 使  
用 者 Ｄ に 不 満 を 引 き 起 こ さ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 植 物 繊 維 、 植 物 抽 出 物 及 び 植 物 微 粉 は 、 胞 子 植 物 、 種 子 植 物 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選  
択 さ れ る 植 物 か ら 独 立 に 得 る こ と が で き る 。 特 に 、 植 物 は 、 タ バ コ 植 物 、 食 用 植 物 、 芳 香  
植 物 、 香 水 植 物 、 薬 用 植 物 、 カ ン ナ バ エ 科 の 植 物 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 さ れ る 植  
物 で あ り 得 、 よ り 特 に 、 植 物 は タ バ コ 植 物 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 植 物 が 薬 用 植 物 で あ る 場 合 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 加 熱 に よ っ て 発 生 す る エ ア ロ ゾ ル は 、  
治 療 特 性 を 有 し 得 、 再 構 成 植 物 シ ー ト を 治 療 的 処 置 に 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 有 利 に は 、 植 物 の 混 合 物 か ら 得 ら れ る 植 物 抽 出 物 は 、 感 覚 器 官 受 容 特 性 及 び ／ 又 は 治 療  
特 性 の 幅 広 い パ ネ ル を 提 供 す る こ と を 可 能 に す る 。 有 利 に は 、 植 物 の 混 合 物 か ら 得 ら れ る  
植 物 粉 は 、 感 覚 器 官 受 容 特 性 及 び ／ 又 は 治 療 特 性 の 幅 広 い パ ネ ル を 提 供 す る こ と を 可 能 に  
す る 。 植 物 の 混 合 物 は 、 そ の 混 合 物 の あ る 植 物 、 例 え ば 薬 用 植 物 の 不 快 な 官 能 期 間 受 容 特  
性 を 、 そ の 混 合 物 の 別 の 植 物 、 例 え ば タ バ コ 植 物 、 芳 香 植 物 、 又 は 香 料 植 物 の 心 地 よ い 官  
能 特 性 で 打 ち 消 す こ と も 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 典 型 的 に は 、 植 物 繊 維 は 第 １ の 植 物 か ら 得 る こ と が で き 、 植 物 抽 出 物 は 第 １ の 植 物 又 は  
第 ２ の 植 物 か ら 得 る こ と が で き 、 植 物 微 粉 は 第 １ の 植 物 、 第 ２ の 植 物 又 は 第 ３ の 植 物 か ら  
得 る こ と が で き る 。 実 際 、 あ る 植 物 の 繊 維 は 、 繊 維 状 支 持 体 の 形 成 を 可 能 に す る 機 械 的 特  
性 を 有 さ な い 場 合 が あ る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 そ の 植 物 の 抽 出 物 及 び 微 粉 は 、 エ ア ロ ゾ  
ル に 望 ま し い 感 覚 器 官 受 容 特 性 及 び ／ 又 は 治 療 特 性 を 与 え 得 る 。 逆 に 、 あ る 植 物 の 繊 維 は  
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、 植 物 繊 維 を 含 む シ ー ト の 形 成 を 可 能 に す る 機 械 的 特 性 を 有 し 得 る が 、 そ の 植 物 の 抽 出 物  
及 び 微 粉 は 、 エ ア ロ ゾ ル に 望 ま し い 感 覚 器 官 受 容 特 性 及 び ／ 又 は 治 療 特 性 を 与 え な い 場 合  
が あ る 。 さ ら に 、 あ る 植 物 の 抽 出 物 を 他 の 植 物 の 微 粉 と 混 合 す る こ と に よ り 、 複 数 の 感 覚  
器 官 受 容 特 性 及 び ／ 又 は 治 療 特 性 を 有 す る エ ア ロ ゾ ル を 発 生 す る 再 構 成 植 物 シ ー ト を 得 る  
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 有 利 に は 、 植 物 を 混 合 し て 植 物 繊 維 を 得 る こ と に よ り 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 機 械 的 特 性  
及 び ／ 又 は エ ア ロ ゾ ル の 感 覚 器 官 受 容 特 性 及 び ／ 又 又 は 化 学 的 特 性 を 調 節 す る こ と が 可 能  
に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 植 物 が タ バ コ 植 物 で あ る 場 合 、 タ バ コ 繊 維 、 タ バ コ 抽 出 物 、 及 び タ バ コ ダ ス ト は 、 任 意  
の タ バ コ 植 物 又 は 任 意 の 種 類 の タ バ コ 、 例 え ば バ ー ジ ニ ア タ バ コ 、 バ ー レ ー タ バ コ 、 空 気  
乾 燥 タ バ コ 、 暗 色 空 気 乾 燥 タ バ コ 、 オ リ エ ン ト た ば こ 、 日 光 乾 燥 た ば こ 、 火 力 乾 燥 た ば こ  
、 又 は そ れ ら の 混 合 物 か ら 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 食 用 植 物 は 、 ニ ン ニ ク 、 コ ー ヒ ー 、 シ ョ ウ ガ 、 カ ン ゾ ウ 、 ル イ ボ ス 、 ス テ  
ビ ア レ バ ウ デ ィ ア ナ 、 茶 、 カ カ オ 、 カ モ ミ ー ル 、 マ テ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 典 型 的 に は 、 芳 香 植 物 は 、 バ ジ ル 、 タ ー メ リ ッ ク 、 ク ロ ー ブ 、 ロ ー レ ル 、 オ レ ガ ノ 、 ミ  
ン ト 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 セ ー ジ 、 タ イ ム で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 典 型 的 に は 、 香 料 植 物 は ラ ベ ン ダ ー 、 バ ラ 、 ユ ー カ リ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 典 型 的 に は 、 薬 用 植 物 は 、 伝 統 的 に 使 用 さ れ て い る 薬 用 植 物 の リ ス ト Ａ 〔 フ ラ ン ス 薬 局  
方 、 ２ ０ １ ６ 年 １ 月 、 Ａ ｇ ｅ ｎ ｃ ｅ   Ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ ｅ   ｄ ｅ Ｓ ｅ ｃ ｕ ｒ ｉ ｔ ｅ ｄ ｕ Ｍ ｅ  
ｄ ｉ ｃ ａ ｍ ｅ ｎ ｔ （ Ａ Ｎ Ｓ Ｍ ） ［ フ ラ ン ス 国 立 医 薬 品 及 び 健 康 製 品 安 全 庁 ］ 発 行 〕 に 記 載  
さ れ て い る 植 物 、 又 は 治 療 特 性 を 有 す る 化 合 物 を 含 む こ と が 知 ら れ て い る 植 物 で あ る 。 典  
型 的 に は 、 リ ス ト さ れ て い る 薬 用 植 物 は 、 イ チ ョ ウ 、 チ ョ ウ セ ン ニ ン ジ ン 、 サ ワ ー チ ェ リ  
ー 、 ペ パ ー ミ ン ト 、 ヤ ナ ギ 、 及 び 赤 ブ ド ウ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 典 型 的 に は 、 ユ ー カ リ は 、 治 療 特 性 を 有 す る 化 合 物 を 含 む こ と が 知 ら れ て い る 薬 用 植 物  
の う ち の １ つ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 典 型 的 に は 、 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト の 植 物 繊 維 及 び 植 物 抽 出 物 は 、 様 々 な 植 物 部 分  
か ら 生 じ 得 、 こ の 植 物 部 分 は 、 そ の 植 物 部 分 自 体 で あ る か 、 又 は 様 々 な 植 物 部 分 か ら 変 換  
さ れ た 結 果 物 で あ る 。 典 型 的 に は 、 植 物 部 分 は 、 植 物 全 体 の 部 分 、 又 は 、 植 物 部 分 の 脱 穀  
又 は 混 合 及 び 細 断 に 由 来 す る 破 片 （ d e b r i s ） で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 植 物 部 分 は 、 エ ア ロ ゾ ル に 官 能 器 官 受 容 特 性 を 付 与 す る 芳 香 化 合 物 が 最 も  
豊 富 な 植 物 部 分 か ら 選 択 す る こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 こ れ ら の 部 分 は 、 植 物 全 体 ； 植  
物 の 空 中 部 分 、 例 え ば 、 花 の つ ぼ み 、 枝 の 樹 皮 、 茎 の 樹 皮 、 葉 、 花 、 果 実 と そ の 花 柄 、 種  
子 、 花 弁 又 は 花 の 頭 な ど ； 又 は 地 下 部 品 、 例 え ば 球 根 、 根 、 根 の 樹 皮 、 根 茎 、 又 は そ れ ら  
の 混 合 物 で あ り 得 る 。 植 物 部 分 は 、 １ つ 又 は 複 数 の 植 物 部 分 の 機 械 的 、 化 学 的 、 又 は 機 械  
的 － 化 学 的 変 換 の 結 果 物 、 例 え ば 、 豆 の 皮 む き 工 程 か ら 生 じ る 、 カ カ オ 豆 を 保 護 す る 殻 で  
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 典 型 的 に は 、 タ バ コ 植 物 の 部 分 は 、 エ ア ロ ゾ ル に そ の 感 覚 器 官 受 容 特 性 を 与 え る 芳 香 化  
合 物 が 最 も 豊 富 な 部 分 で あ っ て よ い 。 典 型 的 に は 、 タ バ コ 植 物 の 部 分 は 、 任 意 選 択 で そ れ  
に タ バ コ 植 物 の 茎 が 加 え ら れ て い て よ い 柔 組 織 （ ラ ミ ナ ） で あ っ て よ い 。 典 型 的 に は 、 タ  
バ コ 植 物 の 部 分 は 、 タ バ コ 植 物 の 葉 、 又 は 、 タ バ コ 植 物 の 葉 又 は 葉 脈 の 、 脱 穀 物 又 は 混 合  
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及 び 細 断 物 に 由 来 す る 断 片 、 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 食 用 植 物 の 中 で は 、 例 え ば 、 ニ ン ニ ク の 球 根 、 コ ー ヒ ー チ ェ リ ー 、 シ ョ ウ ガ の 根 茎 、 甘  
草 の 根 、 及 び ル イ ボ ス の 葉 、 ス テ ビ ア ・ レ バ ウ デ ィ ア ナ 、 又 は 茶 を 、 部 分 と し て 選 択 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 芳 香 植 物 の 中 で は 、 例 え ば 、 ク ロ ー ブ の 花 の つ ぼ み （ ク ロ ー ブ ） 、 バ ジ ル 、 月 桂 樹 、 及  
び セ ー ジ の 葉 、 ミ ン ト 、 オ レ ガ ノ 、 ロ ー ズ マ リ ー 及 び タ イ ム の 葉 及 び 花 頭 、 又 は ウ コ ン の  
根 茎 を 、 部 分 と し て 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 香 料 植 物 の う ち 、 ラ ベ ン ダ ー の 花 及 び 花 頭 、 又 は バ ラ の 花 の つ ぼ み 及 び 花  
び ら を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 フ ラ ン ス の 薬 局 方 に リ ス ト さ れ て い る 薬 用 植 物 の 中 で 、 例 え ば 、 銀 杏 の 葉 、 朝 鮮 人 参 の  
地 下 部 分 、 サ ワ ー チ ェ リ ー フ ル ー ツ の 茎 、 サ ク ラ ン ボ の 茎 、 ペ パ ー ミ ン ト の 葉 及 び 花 頭 、  
柳 の 茎 の 樹 皮 及 び 葉 、 又 は 赤 ブ ド ウ の 葉 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 典 型 的 に は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト に 含 ま れ る 植 物 繊 維 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 ２ ０ ％  
～ ９ ２ ％ 、 特 に ２ ５ ％ ～ ７ ５ ％ 、 よ り 特 に ３ ０ ％ ～ ４ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 典 型 的 に は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 繊 維 状 支 持 体 は 、 セ ル ロ ー ス 系 植 物 繊 を も 含 ん で い て  
よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 セ ル ロ ー ス 系 植 物 繊 維 は 、 化 学 的 又 は 機 械 的 又 は 熱 機 械 的 蒸 解 プ ロ セ ス に よ っ て 得 ら れ  
る 繊 維 （ 例 え ば 、 木 材 パ ル プ ） 、 麻 、 又 は 一 年 生 植 物 、 例 え ば 亜 麻 な ど で あ る 。 こ れ ら の  
セ ル ロ ー ス 系 植 物 繊 維 の 混 合 物 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 有 利 に は 、 こ れ ら の セ ル ロ ー ス 系 植 物 繊 維 は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 機 械 的 強 度 特 性 を 改  
善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 セ ル ロ ー ス 系 植 物 繊 維 は 、 再 構 成 植 物 シ ー ト の 乾 燥 物 質 の ０ ． ５ 質 量 ％ ～  
１ ５ 質 量 ％ 、 特 に ５ 質 量 ％ ～ １ ０ 質 量 ％ 、 よ り 特 に ８ 質 量 ％ を 占 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 典 型 的 に は 、 １ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 含 む 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、 ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ ５ ０ ｇ  
／ ｍ ２ 、 特 に ５ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 、 特 に ６ ２ ｇ ／ ｍ ２ ～ ６ ８ ｇ ／ ｍ ２ の 坪 量 （ b a  
s i s  w e i g h t ） を 有 し て い て よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 典 型 的 に は 、 ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 含 む 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、 ５ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ ２ ５ ０ ｇ  
／ ｍ ２ 、 特 に １ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ ５ ０ ｇ ／ ｍ ２ 、 特 に １ １ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ １ ５ ｇ ／ ｍ ２ の 坪  
量 を 有 し て い て よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 有 利 に は 、 本 発 明 の シ ー ト の 坪 量 は 、 シ ー ト を 加 熱 装 置 で 使 用 す る こ と を 可 能 に す る 破  
壊 強 度 を 得 る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト の 含 水 率 は 、 ２ ０ ％ 未 満 、 特 に ３ ％ ～ １ ５ ％ 、  
よ り 特 定 的 に は ５ ％ ～ １ ２ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 特 定 の 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 再 構 成 植 物 シ ー ト は
・ 植 物 抽 出 物 及 び エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 を 含 む １ つ の 繊 維 状 支 持 体 、 及 び
・ 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 し て い る 植 物 微 粉
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を 含 み 、
－   前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 繊 維 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 ５ ％ ～ ９ ２ ％ 、 特 に  
１ ０ ％ ～ ７ ０ ％ 、 よ り 特 に ３ ０ ％ ～ ３ ５ ％ で あ り 、
－   エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 は 、 前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト の 乾 燥 物 質 の ０ 質 量 ％ ～ ５ ０ 質 量 ％ 、 特  
に ８ 質 量 ％ ～ ４ ０ 質 量 ％ 、 よ り 特 に １ ５ 質 量 ％ ～ ３ ５ 質 量 ％ を 占 め 、
－   前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 微 粉 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 前 記 再 構 成 植 物 シ ー  
ト の 総 質 量 に 対 し て 乾 燥 質 量 で １ ０ ％ ～ ７ ０ ％ 、 特 に １ ５ ％ ～ ６ ５ ％ 、 よ り 特 に ２ ５ ％ ～  
３ ５ ％ で あ っ て よ く 、
－   前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 抽 出 物 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 ５ ％ ～ ４ ７ ％ 、 特  
に ３ ５ ％ ～ ４ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 特 定 の 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、
・ 植 物 抽 出 物 及 び エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 を 含 む 、 ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 少 な く と も １ つ 、 及 び
・ 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 し て い る 植 物 微 粉
を 含 み 、
－   前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 繊 維 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 ５ ％ ～ ９ ２ ％ 、 特 に  
１ ０ ％ ～ ７ ０ ％ 、 よ り 特 に ３ ０ ％ ～ ３ ５ ％ で あ り 、
－   エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 は 、 前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト の 乾 燥 物 質 の ０ 質 量 ％ ～ ５ ０ 質 量 ％ 、 特  
に ８ 質 量 ％ ～ ４ ０ 質 量 ％ 、 よ り 特 に １ ５ 質 量 ％ ～ ３ ５ 質 量 ％ を 占 め 、
－   前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 微 粉 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 前 記 再 構 成 植 物 シ ー  
ト の 総 質 量 に 対 し て 乾 燥 質 量 で ５ ％ ～ ７ ０ ％ 、 特 に １ ０ ％ ～ ６ ５ ％ 、 よ り 特 に １ １ ％ ～ １  
３ ％ で あ っ て よ く 、
－   前 記 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 抽 出 物 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 は 、 ５ ％ ～ ４ ７ ％ 、 特  
に ２ ０ ％ ～ ４ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 典 型 的 に は 、 １ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 含 む 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、 以 下 の 工 程 ：
ａ １ ） 繊 維 状 支 持 体 を 準 備 す る 工 程 、
ｂ １ ） 植 物 抽 出 物 を 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る 工 程 、 及 び
ｃ １ ） 固 形 添 加 物 を 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る 工 程
を 含 み 、
　 工 程 ｂ １ ） は 、 工 程 ｃ １ ） と 同 時 に 実 施 し て も よ く 、
　 以 下 の 工 程 ：
ｓ １ ） 固 形 添 加 物 を 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る 工 程 ｃ １ ） の 後 の 、 乾 燥 工 程
も 含 む 、 方 法 に 従 っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 典 型 的 に は 、 ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 含 む 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、 以 下 の 工 程 ：
ａ ２ ） ２ つ の 繊 維 状 サ ポ ー ト を 準 備 す る 工 程 、
ｂ ２ ） 植 物 抽 出 物 を ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 少 な く と も １ つ と 接 触 さ せ る 工 程 、
ｃ ２ ） 固 形 添 加 物 を ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 少 な く と も １ つ と 接 触 さ せ る 工 程 、 及 び
ｄ ２ ） ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 、 固 形 添 加 物 が ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 間 に 存 在 す る よ う に 積  
み 重 ね る 工 程
を 含 み 、
　 工 程 ｂ ２ ） は 、 工 程 ｃ ２ ） と 同 時 に 実 施 し て も よ く 、
　 以 下 の 工 程 ：
ｓ ２ ） ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 を 積 み 重 ね る 工 程 ｄ ２ ） の 後 の 、 乾 燥 工 程
も 含 む 、 方 法 に 従 っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 繊 維 状 支 持 体 は 、 製 紙 方 法 を 用 い て 製 造 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 工 程 ａ
１ ） 又 は ａ ２ ） に お い て 準 備 す る 繊 維 状 支 持 体 は 、 精 練 さ れ た 植 物 繊 維 を 抄 紙 機 に 通 す こ  
と に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 本 発 明 の 好 ま し い 一 態 様 に よ れ ば 、 製 紙 方 法 が 使 用 さ れ る  
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。 こ の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 に よ る 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、 製 紙 方 法 に よ っ て 得 る こ と  
が で き る 再 構 成 植 物 シ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 工 程 ａ １ ） 又 は ａ ２ ） に お い て 準 備 す る 繊 維 状 支 持 体 は 、 湿 っ て い て も よ  
く 、 し た が っ て 、 少 な く と も １ つ の 湿 っ た 面 を 有 す る 。 こ の 繊 維 状 支 持 体 は 、 典 型 的 に は  
、 ２ ０ ％ ～ ８ ０ ％ 、 特 に ２ ５ ％ ～ ７ ０ ％ 、 よ り 特 定 的 に は ３ ０ ％ ～ ６ ０ ％ の 含 水 率 を 有 し  
て い て よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 典 型 的 に は 、 工 程 ａ １ ） 又 は ａ ２ ） に お い て 準 備 す る 繊 維 状 支 持 体 は 、 １ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ ６  
０ ｇ ／ ｍ ２ 、 特 に ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ ５ ５ ｇ ／ ｍ ２ 、 よ り 特 に ３ ２ ｇ ／ ｍ ２ ～ ６ ２ ｇ ／ ｍ ２ の 坪  
量 を 有 し て い て よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 繊 維 状 支 持 体 の 植 物 繊 維 及 び 植 物 抽 出 物 は 、 以 下 の 工 程 ：
ｅ ） １ つ 以 上 の 植 物 部 分 を 溶 媒 と 混 合 し て 、 植 物 繊 維 の 植 物 抽 出 物 が 抽 出 さ れ る よ う に す  
る 工 程 、 及 び
ｆ ） 植 物 繊 維 か ら 植 物 抽 出 物 を 分 離 す る 工 程
に 従 っ て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 し た が っ て 、 植 物 抽 出 物 及 び 植 物 繊 維 は 、 典 型 的 に は 、 離 解 （ d i s s o c i a t i o n ） 工 程 に よ  
っ て 得 ら れ る 。 工 程 ｅ ） に お い て 、 １ つ 以 上 の 植 物 部 分 を 、 溶 媒 と 、 例 え ば 、 蒸 解 装 置 （  
d i g e s t e r ） 内 で 混 合 し て 、 植 物 繊 維 の 植 物 抽 出 物 を 抽 出 す る 。 工 程 ｆ ） に お い て 、 例 え ば  
ス ク リ ュ ー プ レ ス を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て 植 物 抽 出 物 を 植 物 繊 維 か ら 分 離 し て 、 一 方 で  
は 植 物 繊 維 を 、 他 方 で は 植 物 抽 出 物 を 単 離 及 び 入 手 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 溶 媒 は 、 非 極 性 溶 媒 、 非 プ ロ ト ン 性 極 性 溶 媒 、 プ ロ ト ン 性 極 性 溶 媒 、 又 は  
そ れ ら の 混 合 物 で あ り 得 、 特 に 、 溶 媒 は 、 メ タ ノ ー ル 、 ジ ク ロ ロ メ タ ン 、 エ タ ノ ー ル 、 ア  
セ ト ン 、 ブ タ ノ ー ル 、 水 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 で あ り 得 、 よ り 具 体 的 に は 、 溶 媒 は 、 エ タ  
ノ ー ル 、 ア セ ト ン 、 水 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 特 定 の 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 溶 媒 は 水 性 溶 媒 で あ り 、 よ り 具 体 的 に は 溶 媒 は 水 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 工 程 ｅ ） に お け る 溶 媒 の 温 度 を 、 植 物 、 植 物 の 部 分 、 及 び 処 理 さ れ る  
植 物 の 部 分 に ど の よ う に 適 合 さ せ る か を 知 っ て い る で あ ろ う 。 典 型 的 に は 、 根 又 は 樹 皮 の  
処 理 に お け る 溶 媒 の 温 度 は 、 葉 又 は 花 弁 の 処 理 に お け る 溶 媒 の 温 度 よ り も 高 い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 典 型 的 に は 、 工 程 ｅ ） に お け る 溶 媒 の 温 度 は 、 １ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ 、 特 に ３ ０ ℃ ～ ９ ０ ℃  
、 よ り 特 に ５ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 溶 媒 が 水 で あ り 、 植 物 が タ バ コ で あ る 実 施 態 様 に よ れ ば 、 水 の 温 度 は 、 典 型 的 に は ３ ０  
℃ ～ ８ ０ ℃ で あ っ て よ い 。 典 型 的 に は 、 タ バ コ 植 物 の 茎 の 処 理 の た め に は 、 水 の 温 度 は 、  
５ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ で あ り 得 る 。 典 型 的 に は 、 タ バ コ 植 物 の 柔 組 織 の 処 理 の た め に は 、 水 の 温  
度 は 、 ３ ０ ℃ ～ ７ ０ ℃ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 典 型 的 に は 、 植 物 繊 維 を 精 錬 装 置 内 で 精 練 し 、 次 い で 、 抄 紙 機 に 通 し て 繊 維 状 支 持 体 を  
形 成 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 植 物 繊 維 は 様 々 な 植 物 由 来 の も の で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 各 植 物 の 繊 維 は 、 上 述 し た 離 解 工 程 に 従 っ て 別 々 に 得 る こ と が で き る 。 次 い で 、 そ れ ら  
を 混 合 し て 、 様 々 な 植 物 の 繊 維 の こ の 混 合 物 を 抄 紙 機 に 通 し て 、 繊 維 状 支 持 体 を 形 成 さ せ  
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る こ と が で き る 。 様 々 な 植 物 の １ つ 又 は 複 数 の 部 分 を 混 合 す る こ と に よ っ て 様 々 な 植 物 か  
ら の 繊 維 を 一 緒 に 得 、 次 い で 、 そ れ ら を 上 述 し た 離 解 工 程 に か け る こ と も 可 能 で あ る 。 次  
い で 、 水 の 温 度 を 、 処 理 さ れ る 植 物 に 、 特 に 、 そ の 植 物 の 抽 出 物 を 抽 出 す る た め に 最 も 高  
い 水 の 温 度 を 必 要 と す る 植 物 に 、 適 合 さ せ る 。 こ の 代 替 的 な 実 施 態 様 は 、 い く つ か の 離 解  
工 程 を 並 行 し て 実 施 す る こ と な く 、 様 々 な 植 物 の 繊 維 を 得 る こ と を 可 能 に す る た め 、 非 常  
に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 典 型 的 に は 、 植 物 抽 出 物 は 、 様 々 な 植 物 の 抽 出 物 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 様 々 な 植 物 の 抽 出 物 を 、 上 述 し た 離 解 工 程 に 従 っ て 別 々 に 得 ら れ た 様 々 な 植 物 抽 出 物 を  
混 合 す る こ と に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 様 々 な 植 物 の １ つ 又 は 複 数 の 部 分 を 混 合 し 、 次  
い で 、 そ れ ら を 上 述 し た 離 解 工 程 に か け る こ と に よ り 、 様 々 な 植 物 の 抽 出 物 を 得 る こ と も  
可 能 で あ る 。 次 い で 、 水 の 温 度 を 、 処 理 さ れ る 植 物 に 、 特 に 、 そ の 水 溶 性 植 物 抽 出 物 を 抽  
出 す る た め に 最 も 高 い 水 の 温 度 を 必 要 と す る 植 物 に 、 適 合 さ せ る 。 こ の 代 替 的 な 実 施 態 様  
は 、 い く つ か の 離 解 工 程 を 並 行 し て 実 施 す る こ と な く 、 様 々 な 植 物 の 抽 出 物 を 得 る こ と を  
可 能 に す る た め 、 非 常 に 有 利 で あ る 。 こ れ ら の ２ つ の 場 合 に お い て 、 こ れ ら の 様 々 な 植 物  
の 抽 出 物 を 、 工 程 ｂ １ ） 及 び ｂ ２ ） に お い て 、 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 上 述 し た 離 解 工 程 に 従 っ て 得 ら れ る 様 々 な 植 物 抽 出 物 を 、 工 程 ｂ １ ） 及 び  
ｂ ２ ） の 間 、 繊 維 状 支 持 体 と 別 々 に 接 触 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 典 型 的 に は 、 工 程 ｂ ２ ） の 間 、 植 物 抽 出 物 を 、 １ つ の 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る か 、 あ  
る い は ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 典 型 的 に は 、 工 程 ｂ １ ） 又 は ｂ ２ ） の 間 、 植 物 抽 出 物 を 、 繊 維 状 支 持 体 の 片 面 と 接 触 さ  
せ る か 、 あ る い は 繊 維 状 支 持 体 の ２ つ の 面 と 接 触 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 典 型 的 に は 、 植 物 抽 出 物 を 接 触 さ せ る 工 程 ｂ １ ） 及 び ｂ ２ ） を 、 含 浸 に よ り 、 又 は 噴 霧  
に よ り 、 特 に 含 浸 に よ り 実 施 す る こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 含 浸 を 、 サ イ ズ プ レ ス を 使  
用 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 典 型 的 に は 、 植 物 抽 出 物 を 、 工 程 ｂ １ ） 及 び ｂ ２ ） の 間 に 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る 前  
に 、 濃 縮 す る こ と が で き る 。 真 空 蒸 発 装 置 な ど の 装 置 を 使 用 し て 、 植 物 抽 出 物 を 濃 縮 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 工 程 ｃ １ ） 及 び ｃ ２ ） に よ り 、 固 形 添 加 物 を 、 繊 維 状 支 持 体 の ２ つ の 面 の う ち の 少 な く  
と も １ つ 、 特 に 、 支 持 体 の 湿 潤 面 、 よ り 特 に は 、 植 物 抽 出 物 と 接 触 さ せ た 繊 維 状 支 持 体 の  
面 と 接 触 さ せ る こ と が 可 能 に す る 。 典 型 的 に は 、 こ の 工 程 は 、 繊 維 状 支 持 体 の 上 及 び ／ 又  
は 中 に 、 固 形 添 加 物 を 分 散 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 典 型 的 に は 、 固 形 添 加 物 を 接 触 さ せ る 工 程 ｃ １ ） 及 び ｃ ２ ） は 、 分 散 に よ り 、 又 は 散 布  
に よ り 、 特 に 散 布 に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 工 程 ｂ １ ） 及 び ｂ ２ ） を 、 工 程 ｃ １ ） 及 び ｃ ２ ） と 同 時 に 実 施 す る 場 合 、 植 物 抽 出 物 を 、  
典 型 的 に は 、 固 形 添 加 物 と 混 合 し 、 そ の 混 合 物 を 、 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る 。 典 型 的 に  
は 、 こ の 混 合 物 の 接 触 工 程 は 、 含 浸 に よ っ て 、 又 は 噴 霧 に よ っ て 、 特 に 含 浸 に よ っ て 、 実  
施 す る こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 含 浸 は 、 サ イ ズ プ レ ス を 使 用 し て 実 施 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト が エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 を 含 む 場 合 、 前 記 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 を 、  
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固 形 添 加 物 と し て 、 植 物 抽 出 物 の 前 、 後 、 又 は 同 時 に 、 繊 維 状 支 持 体 と 接 触 さ せ る か 、 あ  
る い は 、 植 物 抽 出 物 及 び 固 形 添 加 物 の 混 合 物 と し て 、 特 に 植 物 抽 出 物 と 同 時 に 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 典 型 的 に は 、 工 程 ｄ ２ ） は 、 固 形 添 加 物 と 接 触 し て い る 繊 維 状 支 持 体 の 面 を 、 他 の 繊 維  
状 支 持 体 で 覆 う と い う 目 的 を 有 し 得 る 。 ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 が 、 固 形 添 加 物 と 接 触 し て い  
る １ つ の 面 を 有 す る 場 合 に は 、 工 程 ｄ ２ ） は 、 典 型 的 に は 、 固 形 添 加 物 が ２ つ の 繊 維 状 支  
持 体 の 間 に あ る よ う に そ れ ら の ２ つ の 面 を 接 触 さ せ る 目 的 を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 繊 維 状 支 持 体 を 積 み 重 ね る 工 程 ｄ ２ ） は 、 固 形 添 加 物 と 接 触 し て い る 繊 維  
状 支 持 体 の 面 と 、 他 の 繊 維 状 支 持 体 の 面 と を 付 着 さ せ る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る 。  
２ つ の 面 の 接 着 を 容 易 に す る た め に 、 他 の 繊 維 状 支 持 体 の 面 は 湿 っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 典 型 的 に は 、 乾 燥 工 程 ｓ １ ） は 、 固 形 添 加 物 を 繊 維 状 支 持 体 に 付 着 さ せ て 、 再 構 成 植 物  
シ ー ト を 形 成 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 典 型 的 に は 、 乾 燥 工 程 ｓ ２ ） は 、 繊 維 状 支 持 体 を 互 い に 付 着 さ せ る こ と 、 及 び 、 繊 維 状  
支 持 体 の 間 に 固 形 添 加 物 を 捕 捉 し て 、 再 構 成 植 物 シ ー ト を 形 成 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 乾 燥 工 程 ｓ １ ） 及 び ｓ ２ ） の パ ラ メ ー タ ー を ど の よ う に 調 節 し て 、 固  
形 添 加 物 の 繊 維 状 支 持 体 へ の 付 着 を 可 能 に す る か を 知 っ て い る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 典 型 的 に は 、 乾 燥 工 程 ｓ １ ） 及 び ｓ ２ ） に お い て 、 再 構 成 植 物 シ ー ト が エ ア ロ ゾ ル 発 生  
剤 を 含 む 場 合 、 乾 燥 温 度 は ９ ０ ℃ ～ １ ３ ０ ℃ 、 特 に ７ ０ ℃ ～ １ １ ０ ℃ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 典 型 的 に は 、 工 程 ｓ １ ） 及 び ｓ ２ ） を 、 赤 外 線 ラ ン プ ； ア メ リ カ の バ ッ テ リ ー 乾 燥 ド ラ  
ム ； ト ン ネ ル 乾 燥 機 、 垂 直 乾 燥 機 、 流 動 床 乾 燥 機 、 空 気 乾 燥 機 、 特 に ト ン ネ ル 乾 燥 機 に お  
け る 熱 風 乾 燥 に よ っ て 、 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 次 い で 、 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト を 、 シ ー ト に 切 断 し 、 タ バ コ の 細 片 に 類 似 し た 葉 に  
す る か 、 又 は ロ ー ル に 巻 く こ と が で き る 。 い く つ か の シ ー ト を 組 み 立 て て 、 シ ー ト の 混 合  
物 を 形 成 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 を 含 む 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト は 、 タ バ コ を 燃 焼 さ せ る こ と な く 加  
熱 す る 装 置 に お い て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 の た め に 、 用 語 「 燃 焼 さ せ る こ と な く タ バ コ を 加 熱 す る 装 置 」 は 、 使 用 者  
に よ っ て 吸 入 さ れ る こ と が 意 図 さ れ た エ ア ロ ゾ ル の 形 成 を 可 能 に す る 任 意 の 装 置 を 指 す 。  
エ ア ロ ゾ ル は 、 煙 に 取 っ て 代 わ り 、 使 用 者 の 有 害 な 成 分 へ の 暴 露 を 非 常 に 大 幅 に 低 減 す る  
と 同 時 に 、 使 用 者 が 植 物 の ア ロ マ を 吸 入 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 典 型 的 に は 、 加 熱 装 置 は 、 空 気 流 の 方 向 に 沿 っ て 、 吸 気 口 、 加 熱 要 素 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生  
剤 を 含 む 本 発 明 の 再 構 成 植 物 シ ー ト を 配 置 し 、 保 持 す る こ と が 意 図 さ れ た チ ャ ン バ ー 、 及  
び 、 使 用 者 の 口 内 に 置 か れ る こ と が 意 図 さ れ た 排 気 口 を 含 む 。 吸 気 口 、 加 熱 要 素 、 チ ャ ン  
バ ー 、 及 び 排 気 口 は 、 典 型 的 に は 、 少 な く と も 流 体 的 に 一 緒 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 典 型 的 に は 、 加 熱 装 置 が 使 用 さ れ る と き 、 空 気 は 、 使 用 者 に よ っ て 吸 気 口 を 介 し て 加 熱  
装 置 に 吸 引 さ れ る 。 次 い で 、 吸 引 さ れ た 空 気 は 、 加 熱 さ れ た 部 分 を 通 過 し て 、 加 熱 さ れ た  
空 気 に な る 。 こ の 空 気 が 、 チ ャ ン バ ー 内 に 保 持 さ れ た 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 剤 を 含 む 本 発 明 の  
再 構 成 植 物 シ ー ト と 接 触 し 、 そ の 加 熱 さ れ た 空 気 に よ っ て エ ア ロ ゾ ル が 形 成 さ れ 、 次 い で  
、 使 用 者 に よ っ て 吸 入 さ れ る 。 植 物 が 薬 用 植 物 で あ る 場 合 に は 、 形 成 さ れ る エ ア ロ ゾ ル は  
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治 療 特 性 を 有 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 加 熱 装 置 の お か げ で 、 シ ー ト の 燃 焼 は 全 く な い 。 し た が っ て 、 使 用 者 は 、 植 物  
及 び 場 合 に よ っ て は タ バ コ の 官 能 器 官 受 容 特 性 を 利 用 で き る と 同 時 に 、 有 害 な 成 分 へ の 曝  
露 を 非 常 に 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ［ 実 施 例 １ ］ ： ｎ ＝ １ の 再 構 成 タ バ コ シ ー ト
　 １ ） 再 構 成 タ バ コ シ ー ト の 調 製
　 タ バ コ 繊 維 を 含 み 、 ６ ２ ｇ ／ ｍ ２ の 坪 量 を 有 す る 繊 維 状 支 持 体 に 、 ７ ． ５ ｇ の タ バ コ 抽  
出 物 を 含 浸 さ せ た 。 含 浸 後 、 繊 維 状 支 持 体 の 質 量 は 、 ９ ｇ で あ り 、 １ ０ ８ ｇ ／ ｍ ２ の 坪 量  
を 有 し て い る 。 含 浸 を 実 施 し た 直 後 、 １ ． ４ ｇ の タ バ コ ダ ス ト を こ の 繊 維 状 支 持 体 の 片 面  
に 散 布 す る 。 次 い で 、 含 浸 及 び 散 布 さ れ た シ ー ト を 、 ９ ５ ℃ で ５ ４ ０ 秒 間 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ２ ） 再 構 成 タ バ コ シ ー ト の 特 性 決 定
　 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 繊 維 、 植 物 抽 出 物 、 及 び 植 物 微 粉 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 を  
、 以 下 の 表 に 示 す 。
【 ０ １ ０ ６ 】
【 表 １ 】

【 ０ １ ０ ７ 】
　 再 構 成 植 物 シ ー ト を 、 ブ ロ ー マ 切 断 試 験 に か け る 。
　 植 物 微 粉 の 損 失 は 、 ２ ． ６ ％ で あ り 、 非 常 に 少 な い 。
　 得 ら れ た 再 構 成 タ バ コ シ ー ト を 、 そ の 後 、 細 断 し て 、 燃 焼 さ せ る こ と の な い 喫 煙 に 供 す  
る 。 こ う し て 発 生 し た エ ア ロ ゾ ル の 官 能 器 官 受 容 特 性 は 、 使 用 者 に と っ て 満 足 の い く も の  
で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ［ 実 施 例 ２ ］ ： ｎ ＝ ２ の 再 構 成 タ バ コ シ ー ト
　 １ ） 再 構 成 タ バ コ シ ー ト の 調 製
　 植 物 繊 維 を 抄 紙 機 に 通 す こ と に よ っ て 、 ３ ２ ｇ ／ ｍ ２ の 坪 量 を 有 す る 繊 維 状 支 持 体 を 得  
る 。 次 い で 、 ２ ． ７ ｇ の ミ ン ト ダ ス ト を 、 ２ つ の 繊 維 状 支 持 体 の 一 方 の 湿 潤 面 に 散 布 す る  
。 次 い で 、 こ の よ う に し て 得 ら れ た 散 布 さ れ た 繊 維 状 支 持 体 を 、 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 次 い で 、 第 ２ の 繊 維 状 支 持 体 と 、 散 布 及 び 乾 燥 さ れ た 繊 維 状 支 持 体 と の 積 み 重 ね を 、 第  
２ の 繊 維 状 支 持 体 の 湿 っ た 面 を 、 植 物 微 粉 と 接 触 し て い る 散 布 及 び 乾 燥 さ れ た 繊 維 状 支 持  
体 の 面 に 接 着 し て 、 繊 維 状 支 持 体 の サ ン ド イ ッ チ で あ っ て 、 そ の 中 に ダ ス ト が ２ つ の 繊 維  
状 支 持 体 の 間 に 捕 捉 さ れ て い る も の を 形 成 さ せ る こ と に よ っ て 実 施 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 次 い で 、 繊 維 支 持 体 の サ ン ド イ ッ チ を 、 ラ ピ ッ ド ケ テ ン 型 の 装 置 を 使 用 し て 乾 燥 さ せ る 。
　 次 い で 、 繊 維 状 支 持 体 の 乾 燥 し た サ ン ド イ ッ チ に 、 ３ ． ６ ４ ｇ の タ バ コ 抽 出 物 及 び グ リ  
セ ロ ー ル を 含 浸 さ せ て 、 含 浸 さ れ た 繊 維 状 支 持 体 の サ ン ド イ ッ チ を 得 る 。
　 次 い で 、 含 浸 さ れ た 繊 維 状 支 持 体 の サ ン ド イ ッ チ を 、 ９ ０ ℃ で ５ ４ ０ 秒 間 乾 燥 さ せ る 。
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【 ０ １ １ １ 】
　 ２ ） 再 構 成 タ バ コ シ ー ト の 特 性 決 定
　 再 構 成 植 物 シ ー ト 中 の 植 物 繊 維 、 植 物 抽 出 物 、 及 び 植 物 微 粉 の 乾 燥 物 質 の 質 量 含 有 率 を  
、 以 下 の 表 に 示 す 。
【 ０ １ １ ２ 】
【 表 ２ 】

【 ０ １ １ ３ 】
　 再 構 成 植 物 シ ー ト を 、 実 施 例 １ の 再 構 成 植 物 シ ー ト と 同 じ ブ ロ ー マ 切 断 試 験 に か け る 。
　 微 粉 の 損 失 は 、 ４ ． ９ ％ で あ り 、 非 常 に 少 な い 。
　 次 い で 、 得 ら れ た 再 構 成 植 物 シ ー ト を 細 断 し て 、 燃 焼 さ せ る こ と の な い 喫 煙 に 供 す る 。  
こ う し て 発 生 し た エ ア ロ ゾ ル の 官 能 特 性 は 、 使 用 者 に と っ て 満 足 の い く も の で あ る 。
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